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市内ウォーキング

2015 年 5 月 29 日 金曜日　秋田魁新報

2015 年 5 月 20 日水曜日　秋田魁新報
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レポート

大
だい

仙
せん

市
し 秋田県

3回目

主　　催	

大仙市チャレンジデー実行委員会	 （委員長　栗林次美）

大仙市教育委員会　生涯学習部　スポーツ振興課

〒 014-0062	 秋田県大仙市大曲上栄町 2 番 16 号

TEL：0187-63-1111　FAX：0187-63-7131

結　　果	

人　　　口：86,546 人	
秋田県大仙市	 ○

参 加 者 数：44,767 人	
VS

参　加　率：51.7％	
神奈川県座間市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①大仙ショッピングウォーク（大型ショッピングモール・スーパー

マーケット）850 人

・事業に協賛する市内の大型ショッピングモールやスーパー

マーケットの店舗において、来店者が買い物をしながら 15

分間以上のウォーキングを楽しみ、店舗設置の報告用紙に必

要事項を記載のうえ集計 BOX に投函することで参加率なら

びに報告率の向上を目指しています。

②春の親水公園清掃と春の味（イワナの塩焼き）を楽しむ会（大

曲地域角間川地区（川港親水公園））253 人

③フェアウェイウォーキング（大仙市民ゴルフ場）80 人

④早朝温泉付クリーンアップウォーキング（仙北温泉史跡の里交

流プラザ「柵の湯」）42 人

⑤大曲スポーツクラブ	「フェアウェイでグラウンド・ゴルフ大

会！」（大仙市民ゴルフ場）16 人

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／競技団体／総合

型地域スポーツクラブ／民間フィットネスクラブ／幼稚園・保育

園／小学校／中学校／高等学校／事業所・企業／商工会・青年会

議所／自治会・町内会／高齢者団体／病院・診療所／高齢者施設

／障害者施設／建設業協会／雇用能力開発協会／企業連絡協議会

／農業法人／集落営農組織／農地水環境保全組織

メディア	

秋田県南日々新聞（WEB 新聞）

広報・周知	

　2015 年は、「報告しよう、あなたの大切な 15 分間」をメインテー

マとしてチャレンジデー事業の PR 活動を行いました。

　過去 2 回の挑戦では、市民に 15 分間以上の運動をすることが

参加条件であることを、市の広報やチラシ等で周知することに

よって、参加率の向上を目指すべく PR 活動に力を入れておりま

したが、事業終了後に「運動はしたが報告まではしていない」と

いう市民からの声が関係者に数多く寄せられました。

　今回は、その教訓を活かすべく「報告率のアップが勝利への鍵」

であると捉え、「運動後は忘れずに報告をしましたか ?」と報告率

の向上を目指す形での PR 活動に力を入れて取り組みました。

製 作 物	

チラシ49,600枚／スタッフTシャツ174枚／ポケットティッシュ

2,000 個／のぼり 200 本／施設掲示用大型看板 4 枚／ポスター貼

り付け用告知シール 300 枚／車上看板 1 枚

実施効果	

　今年は、友好交流都市でもある神奈川県座間市との対戦になり

ました。過去 2 回の挑戦では、普段交流が無い都市が対戦自治体

ということもあり、市民から見ると漠然とした状況下でのチャレ

ンジデー参加となっていたものと考えられます。

　今回は、普段から交流のある座間市が対戦相手ということで、

多くの市民が良い緊張感を持ってしっかりとチャレンジデーに参

加することができたようです。

　このチャレンジデーをきっかけにスポーツの対戦による交流が

活発となり、両市の結束が更に強くなることを期待しています。

担当者から	

　「目指そう 50％、越えよう 50％」これは、2013 年に大仙市と

して最初のチャレンジデーを実施した時から、大仙市チャレンジ

デー実行委員会と多くの市民との共通認識として目標にしてきた

ものです。

　参加率 50％は、市民の 2 人に 1 人が参加したことになる「大

きな壁」ですが、今後も市民はじめ、関係者からのアドバイスや

アイデアを柔軟に取り入れつつ乗り越えたいと考えています。

　そのためにも、チャレンジデー実行委員会としての「実力」を

磨くとともに、市民の誰もが、チャレンジデーに参加しやすい「方

法」を探り、着実に前に進みたいと考えています。その結果、対

戦自治体に勝つことができれば、最高の笑顔になれると確信して

います。

買い物で参加！大仙ショッピングウォーク
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「角間川」春の親水公園清掃と春の味を楽しむ会 市長・副市長も参加！フェアウェイウォーキング

2015 年 5 月 21 日 木曜日　秋田民報

2015 年 5 月 29 日 金曜日　秋田県南日々新聞

2015 年 5 月 8 日 金曜日
秋田魁新報
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にかほ市
し 秋田県

9回目

主　　催	

にかほ市チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　和田紀夫）

にかほ市教育委員会　スポーツ振興課

〒 018-0104	 秋田県にかほ市象潟町字狐森 7 番地

TEL：0184-33-8855　FAX：0184-33-8856

結　　果	

人　　　口：26,405 人	
秋田県にかほ市	 ●

参 加 者 数：10,822 人	
VS

参　加　率：41.0％	
広島県竹原市	 ○

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①メインイベント（象潟体育館）80 人

・	 スポーツ推進委員が主体となって、体力測定会、ニュースポー

ツ、じゃんけんゲームなどを行い、参加者の性別年代を問わ

ない内容となっています。また、サッカー J3 のブラウブリッ

ツ秋田の選手も参加することで、スポーツ交流イベントも兼

ねています。

②白寿大学軽運動（象潟公民館）78 人

③ふれあい健康教室（象潟体育館）55 人

【アスリート・著名人など】
ブラウブリッツ秋田（サッカー J3 所属）

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／競技団体／総合

型地域スポーツクラブ／民間フィットネスクラブ／幼稚園・保育

園／小学校／中学校／高等学校／事業所・企業／商工会・青年会

議所／自治会・町内会／高齢者団体／婦人会／障害者団体／社会

福祉協議会／病院・診療所／高齢者施設／障害者施設／舞踊・ダ

ンスの芸能文化団体

メディア	

秋田魁新報

広報・周知	

　市広報にマンガ風のチラシを作成し折りこみ配布をしました。

　市で facebook と Twitter の利用を始めたので、これに書き込

み広報をしました。

製 作 物	

チラシ 20,000 枚／スタッフ T シャツ 32 枚／のぼり 20 本

実施効果	

　市民のチャレンジデーに対する認知度は、参加協力団体・企業等

が毎年増えていることから、上がってきていると感じています。そ

れに伴い、市民が運動をする意識も高まっていると感じています。

　メインイベントでは、市民と J3 所属ブラウブリッツ秋田の選

手たちとで、スポーツを通じた交流が行われました。

　対戦相手の広島県竹原市とのエール交換や広報により、市民の

竹原市への周知が図られました。

担当者から	

　チャレンジデーに参加協力していただける団体・企業の方々と

の交流が、毎年増えてきていると感じています。

　また、市民の 15 分間の運動習慣も広まってきていると実感し

ています。中には、チャレンジデーは年 1 回のイベントですが、

市独自に月 1 回のチャレンジデーを企画することも良いとの意見

も寄せられるほどで、嬉しく感じています。

　その一方、チャレンジデーの広報・周知は、市民全体に馴染む

までには、まだまだ足りないとも感じており、これからの頑張り

次第で伸びしろは有ると実感しています。今後も、市民の協力を

得て、運動習慣の普及を図りたいと考えています。

長崎宏子さんと体操教室

J3 ブラウブリッツ秋田との交流

スポーツじゃんけんゲーム
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チャレンジデー PR 用チラシ（表面）

2015 年 5 月 27 日 水曜日　秋田魁新報

チャレンジデー PR 用チラシ（裏面）
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レポート

を得るには、行事計画の中に「チャレンジデーへの参加」を事業

として組み入れて頂く必要があり、年度末あるいは年度初めに開

催される総会前に参加依頼を行うことが不可欠です。今回は 3 月

中旬には全ての自治会等へチャレンジデーへの参加案内を送付す

ることができました。それが参加者数の増加に繋がったものと思

います。また、市民参加型イベント数を増やすとともに、全ての

イベントを「健康チャレンジポイント」の対象とし、健康を意識

しながら身体を動かすことの大切さをアピールすることができま

した。

　チャレンジデーは、年に一度だけ身体を動かせばよいというこ

とではなく、これをきっかけに「身体を動かして健康になろうよ！

元気になろうよ !｣ と互いに声を掛け合い、年に一度から、月に

一度、週に一度、そして日常的に身体を動かすことに繋がること

を期待しております。

製 作 物	

チラシ 33,000 枚／スタッフ T シャツ 56 枚／ポケットティッシュ

2,000 個／のぼり 50 本／市民参加型イベント横看板（手作り）15 枚

実施効果	

　チャレンジデーに挑戦して 3 年目ですが、着実に地域コミュニ

ティの活性化を実感しています。チャレンジデーに町内会全体で

参加するための回覧板によるイベントの周知や、隣近所への声掛

けなど、少子高齢化により一人世帯が増えている中でチャレンジ

デーへの参加は、身体を動かすことの健康づくりと近隣住民同士

の交流に繋がるなど、心の健康にも大きな効果があります。小さ

な町内会では近隣の町内会と一緒に体操したり、普段あまり挨拶

を交わさない人達が、このイベントを機に親しくなったりなど、

チャレンジデーの効果は非常に大きいと思われます。

　実行委員会の中で、「おじいちゃん、おばあちゃんをチャレン

ジデーに参加させる一番良い方法は、孫が「一緒に体操しよう」

と声掛けすることだ」との意見がありました。早速、市内の小学

校を通じてお願いしましたが、チャレンジデーは家族の会話をは

じめ、地域のコミュニティも醸成することを強く感じております。

担当者から	

　身体を動かすことが健康に良いことは誰もが知っていますが、

日々の忙しさの中、なかなか実践できないものです。チャレンジ

デーへの参加を呼びかけるため、毎月開催されている「ラジオ体

操会」というイベントに参加した際、インストラクターの指導に

より、手の指先から足の先まで意識して行い、ラジオ体操の素晴

らしさを改めて実感しました。参加者の多くが口を揃えて「いつ

ものラジオ体操とこんなにも違うのか、癖になりそう！」と身体

を動かすことの大切さ、有意義さを改めて実感しました。

　参加率は、目標としていた 50％には届きませんでしたが、3 回

目にしての初勝利に、実行委員長をはじめ、たくさんの市民の皆

様から喜びの声を掛けていただきました。

　来年は更なる参加率の向上を目指してがんばりたいと思います。

主　　催	

能代市チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　齊藤滋宣）

能代市教育委員会　生涯学習・スポーツ振興課

〒 018-3192	 秋田県能代市二ツ井町字上台 1-1

	 能代市二ツ井町庁舎

TEL：0185-73-3221　FAX：0185-73-6459

結　　果	

人　　　口：56,966 人	
秋田県能代市	 ○

参 加 者 数：24,525 人	
VS

参　加　率：43.1％	
大分県宇佐市	 ●

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①バスケチャレンジ in 能代（能代市総合体育館）122 人

・	 全国制覇 58 回を数える能代工業高校バスケットボール部が

ある能代市では、バスケットボールが市民の間でとても親し

まれています。チャレンジデーの市民参加型イベントの一つ

として企画された「バスケチャレンジ in 能代」には、老若

男女のバスケファンが多数集まり、心地良い汗を流しまし

た。チャレンジデー大使でオリンピック金メダリストの小野

喬さんから激励のご挨拶をいただき、早速ストレッチを十分

に行った後、2つのグループ〔ハイパーコート（上級、中級）、

レギュラーコート（初級）〕に分かれ、5分ゲームを連続し

て行いました。日頃から身体を動かしているとはいえ、いつ

もと違うメンバーを相手に、和気あいあいとレクリエーショ

ンゲームが繰り広げられました。

②ごみゼロウォーキング（能代市畠町大通り）115 人

③のしろチャレンジデー 2015 総合開会式（能代市総合体育館）

101 人

④ソフトテニス体験交流会（能代山本スポーツリゾートセンター

アリナス）70 人

⑤輪になって踊ろう　お杉音頭（旧料亭「金勇」）68 人

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／競技団体／総合

型地域スポーツクラブ／幼稚園・保育園／小学校／中学校／高等

学校／大学・専門学校／事業所・企業／商工会・青年会議所／自

治会・町内会／高齢者団体／婦人会／社会福祉協議会／病院・診

療所／高齢者施設／市議会／警察署／消防署／医師会／健康推進

委員協議会

メディア	

北羽新報

広報・周知	

　過去 2 回の挑戦では、イベント周知の面で遅れをとっていた感

があります。大きな参加母体の一つである自治会・町内会の参加

能
の

代
しろ

市
し 秋田県

3回目
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輪になって踊ろう！お杉音頭 総合開会式（みんなでラジオ体操：指先までピン！）

2015 年 2 月 28 日 土曜日　北羽新報

 2015 年 3 月 7 日 土曜日　北羽新報

 2015 年 5 月 28 日 木曜日　北羽新報  2015 年 5 月 28 日 木曜日　北羽新報
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レポート

主　　催	

2015 チャレンジデー八郎潟町実行委員会

	 （実行委員会会長　畠山菊夫）

教育委員会教育課

〒 018-1692	 秋田県南秋田郡八郎潟町字大道 80 番地

	 八郎潟町役場

TEL：018-875-5812　FAX：018-875-5950

結　　果	

人　　　口：6,324 人	
秋田県八郎潟町	 ●

参 加 者 数：3,970 人	
VS

参　加　率：62.8％	
鹿児島県和泊町	 ○

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①買い物＆輪投げ大会（おおみちガレージ）85 人

②グラウンド・ゴルフ交流（八郎潟町中羽立公園芝生広場）57人

・	 会員や初心者を対象としたグラウンド・ゴルフ交流会です。

・	 町民相互の親睦を図るとともに、町民の健康の維持増進を図

ることを目的としています。

③浦城トレッキング（高岳山）39 人

④ママのためのリフレッシュヨガ（えきまえ交流館「はちパル」）

28 人

⑤にゃんぱち子育てらんど（えきまえ交流館「はちパル」）25 人

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／レクリエーショ

ン協会／総合型地域スポーツクラブ／幼稚園・保育園／小学校／

中学校／事業所・企業／自治会・町内会／高齢者団体／婦人会／

社会福祉協議会／高齢者施設／障害者施設

メディア	

秋田魁新報

広報・周知	

　5 月連休明けから各町内会長にお願いし、各戸を回りチャレン

ジデー参加を呼び掛けていただいたことにより大幅な参加率アッ

プにつながりました。また、近所の身近な方々が家を直接訪問し

説明や参加の呼びかけをしたことで、町民の参加意識が向上した

と思います。

製 作 物	

ポケットティッシュ 5,000 個／のぼり 30 本／タオル 3,000 枚／

町広報掲載 2,527 部

実施効果	

　今回のチャレンジデーでは、町内会長が先頭となり各戸を回り、

地域住民へ参加の周知等を行ったことにより昨年を大幅に上回る

参加率を得られたと思います。

　また、町内会独自のイベント等も開催され、地域に根差したイ

ベントになりつつあることを感じています。

	 チャレンジデーを契機として住民が様々なイベントやスポーツ

に触れることで仲間づくりや交流を深め、継続して体を動かし健

康増進につなげていくことができたらと思っております。

グラウンド・ゴルフ交流

にゃんぱち子育てらんど

職場ラジオ体操

八
はち

郎
ろう

潟
がた

町
まち 秋田県

2回目
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2015 年 6 月 4 日 木曜日　湖畔時報

チャレンジデー PR 用チラシ（表面） チャレンジデー PR 用チラシ（裏面）

2015 年 7 月号　広報八郎潟
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八
はっ

峰
ぽう

町
ちょう

主　　催	

八峰町チャレンジデー実行委員会	 （委員長　加藤和夫）

教育委員会生涯学習課生涯学習係

〒 018-2641	 秋田県山本郡八峰町八森中浜 196-1

	 ファガス

TEL：0185-77-3700　FAX：0185-74-5290

結　　果	

人　　　口：7,878 人	
秋田県八峰町	 ○

参 加 者 数：5,188 人	
VS

参　加　率：65.9％	
北海道鷹栖町	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①ナイタースポーツチャレンジ（町内体育館 4施設）59 人

・	 町内中学校体育館、土床体育館を利用し、バスケットボール、

卓球、ソフトバレー、ソフトテニス、野球を行いました。町

体育協会加盟の各協会が主体となり、初心者向けのプログラ

ムの実施や協会員によるアドバイスを行うなど、子どもから

大人まで気軽に参加でき、楽しく交流しました。

②親子で楽しく軽運動（ポンポコ山公園）30 人

③ナイトジョギング、ウォーキング（中央公園）29 人

④ let's	グラウンド・ゴルフ（ポンポコ山公園）24 人

⑤「ハタハタ音頭」「しらかみばやし」踊り講習会（あきた白神

体験センター）17 人

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／総合型地域ス

ポーツクラブ／幼稚園・保育園／小学校／中学校／事業所・企業

／商工会・青年会議所／自治会・町内会／高齢者団体／婦人会／

社会福祉協議会／病院・診療所／高齢者施設

メディア	

北羽新報

広報・周知	

	 町民向けの広報として開催日までの 10 日間、防災無線での放

送を行ったほか、チラシの全戸配布を 2 回行いました。行政施設

や観光施設では T シャツの着用による PR を行い、小学校 3 校で

は運動会の際、教職員や PTA がＴシャツを着用して参加を呼び

かけました。

製 作 物	

チラシ 6,800 枚／スタッフ T シャツ 240 枚／ポケットティッシュ

4,000 個／のぼり 40 本／タオル 400 枚

実施効果	

　今年は「自治会チャレンジデー」と題し、自治会ごとに参加率

を競うプログラムも行いました。各自治会独自のプログラムを

行ったり、戸別訪問をして参加報告の取りまとめをするなど、参

加率向上の一因となったのはもちろんですが、地域住民の交流の

機会となったことが非常に喜ばしいことでした。また、防災無線

でラジオ体操を放送したことで、地域住民が集まる機会ができた

り、家庭や事業所内でも運動に取り組むきっかけづくりができた

ように思います。

担当者から	

　当町は2回目の挑戦でした。当日まで非常に忙しかったものの、

昨年及ばなかった金メダル獲得を目標に掲げ、目標が達成された

瞬間に大喜びしたことが思い出されます。参加率の向上も大切で

すが、町民が日頃から運動できる機会を提供すること、自ら運動

を続けていくこと、健康づくり・地域づくり・仲間づくりのため

に、来年へ向けてこのチャレンジデーを有効に活用したいと思い

ます。

地域住民が集まりウォーキング

みんなで楽しく踊りました

秋田県

2回目
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新聞

ナイタースポーツチャレンジ

2015 年 4 月 28 日 火曜日　北羽新報

2015 年 5 月 28 日 木曜日　北羽新報

2015 年 5 月 29 日 金曜日　秋田魁新報
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レポート

東
ひがし

成
なる

瀬
せ

村
むら 秋田県

8回目

主　　催	

東成瀬村チャレンジデー実行委員会	 （会長　佐々木哲男）

東成瀬村教育委員会

〒 019-0801	 秋田県雄勝郡東成瀬村田子内字仙人下 30-1

TEL：0182-47-3415　FAX：0182-47-2119

結　　果	

人　　　口：2,698 人	
秋田県東成瀬村	 ○

参 加 者 数：2,567 人	
VS

参　加　率：95.1％	
沖縄県東村	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①早朝ゴミ拾いウォーキング、ラジオ体操、花植え活動（全村避

難訓練を合わせて実施）（村内各地区）1,462 人

・	 村内各地区でウォーキングや花壇整備活動が行われる早朝に

合わせて避難訓練を実施しております。避難訓練終了後には

ラジオ体操を放送し、各避難場所で実施しています。

②チャレンジデー記念イベント「みんなでストレッチ」（東成瀬

村多目的グラウンド）259 人

③親子 DE 体操（なるせ保育園・児童館）150 人

④ロープ・ジャンプ・EX（観覧者含む）（東成瀬村民体育館）

139 人

⑤東成瀬中学校体育祭（東成瀬村多目的グラウンド）100 人

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／競技団体／レクリエーション協会

／総合型地域スポーツクラブ／幼稚園・保育園／小学校／中学校

／事業所・企業／商工会・青年会議所／自治会・町内会／高齢者

団体／婦人会／社会福祉協議会／高齢者施設

広報・周知	

　チャレンジデーの 2 ヵ月前から、村広報紙上において参加の呼

びかけの記事を掲載したほか、1 ヵ月前には立て看板の設置及び村

内各所へのぼりを設置し、イベントの周知に努めました。

製 作 物	

チラシ 1,000 枚／スタッフ T シャツ 125 枚／ポケットティッシュ

2,000 個／のぼり 20 本／立て看板 1 枚

実施効果	

　チャレンジデーを地区の行事の一つとして位置付け、各地区が

自主的にイベントやプログラムを計画し実施することで、地域コ

ミュニティの形成に役立っていると考えます。地区毎の事業には

多世代からの参加があり、地域内の世代間交流を深めることがで

きました。

　小学校では全国共通イベント「ロープ・ジャンプ・EX」に参加

することで、クラスの団結力や向上心を育む良い機会となっていま

す。

　また、村外からも多くの方々が参加し、交流人口の増加とスポー

ツ施設の有効活用が図られました。

担当者から	

　今回で 8 回目の実施となりますが、年々参加率も上がっており、

このイベントが住民に認知され、浸透していると感じます。また、

村内の事業所からも積極的な協力があり、地域外からも多くの参

加者を得られました。

　今後も、多くの住民が参加する、健康づくりや地域づくりにつ

ながるイベントになるよう取り組みたいと考えております。

記念イベント「みんなでストレッチ」

親子 DE 体操

体育館開放・ニュースポーツ教室
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2015 年 5 月 29 日 金曜日
秋田魁新報

2015 年 5 月号
広報ひがしなるせ

2015 年 6 月号
広報ひがしなるせ
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レポート

藤
ふじ

里
さと

町
まち 秋田県

2回目

主　　催	

藤里町チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　佐々木文明）

教育委員会生涯学習係

〒 018-3201	 秋田県山本郡藤里町藤琴字家の後 67

	 三世代交流館

TEL：0185-79-1327　FAX：0185-79-2227

結　　果	

人　　　口：3,623 人	
秋田県藤里町	 ○

参 加 者 数：3,057 人	
VS

参　加　率：84.4％	
宮崎県諸塚村	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①ゴミ拾いウォーキング（藤琴地区商店街）200 人

・	 藤琴地区商店街にある企業全てが、同じ時間帯にゴミ拾い

ウォーキングすることによって、周辺地区住民も一緒に参加

しやすい雰囲気作りや、チャレンジデーへの参加意欲の向上

に成功しました。

②チャレンジ！藤里小学校！（藤里小学校）150 人

③チャレンジ！藤里中学校！（藤里中学校）80 人

④ラジオ体操＆ウォーキング（藤琴地区）60 人

⑤グラウンド・ゴルフ大会（大沢地区）50 人

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／競技団体／総合

型地域スポーツクラブ／幼稚園・保育園／小学校／中学校／事業

所・企業／商工会・青年会議所／自治会・町内会／高齢者団体／

婦人会／障害者団体／社会福祉協議会／病院・診療所／高齢者施

設／障害者施設

メディア	

北羽新報／秋田魁新報

広報・周知	

・	2 月頃から各種団体の代表者に、チャレンジデー 2015 の実施

を伝えていたので、早い段階からチャレンジデーへの団体独自

の取り組みを決めることができました。総会前にチャレンジ

デーへの取り組みをお願いすることで、スムーズに準備するこ

とができるので効果的だと思います。

・チラシをカラー印刷で作成したことは、住民への PR に効果が

ありました。

・秋田県全市町村がチャレンジデーを実施するということで、県体

協やマスコミのバックアップ体制が素晴らしかったです。県全体で

同じ取り組みをしたことで、県民に広く周知されたと感じています。

製 作 物	

チラシ 1,500 枚／スタッフ T シャツ 250 枚／オリジナルポスター

100 枚／号外新聞 1,500 部

実施効果	

・同じ目標に向かって様々な団体や企業が参加することで、地域

の一体感や人とのつながりが深まりました。

・	参加率 75％以上、金メダル獲得という目標を達成することがで

き、町民みんなで喜びを分かちあうことができました。

・チャレンジデーを地区行事の実施に利用するなど、活動を前向

きに実施する団体が増加しました。

・総合型地域スポーツクラブの存在が周知され、会員が増えました。

担当者から	

　3 月に対戦相手がチャレンジデー常連の強豪という宮崎県諸塚

村に決定したことで、担当者として常にプレッシャーがありまし

た。｢目標を達成できれば、勝ち負けは関係ない｣とは言いつつも、

藤里町民の目から絶対に負けたくないという強い思いを感じてい

たからです。「担当としてできることを精一杯頑張って、あとは

藤里町民の団結力と行動力を信じて全てを賭けよう！」そんな気

持ちでチャレンジデーに取り組みました。

　今年は、秋田県全市町村がチャレンジデーを実施することもあ

り、県全体がチャレンジデームード一色！そういった後押しもあっ

たおかげで、昨年の参加率を上回る 84.4％という高い参加率で、

僅差ではありましたが勝利することができました。「今年も頑張っ

て良かったね！」町民の方々が笑顔でチャレンジデーの話題で盛

り上がっている様子を見て、正直ホッとしているところです。

　町民の協力あっての今回の結果、チャレンジデー担当者として

感謝の気持ちでいっぱいです。

地元企業と地域住民が一緒にラジオ体操

藤里小学校は全校児童がチャレンジデーに参加
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2015 年 5 月 28 日 木曜日　北羽新報

2015 年 5 月 21 日 木曜日　北羽新報

2015 年 5 月 23 日 土曜日　北羽新報
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レポート

美
み

郷
さと

町
ちょう 秋田県

3回目

主　　催	

美郷町チャレンジデー実行委員会	 （会長　松田知己）

美郷町教育委員会　生涯学習課　スポーツ振興班

〒 019-1234	 秋田県仙北郡美郷町飯詰字糠渕 18-1

	 美郷総合体育館リリオス内

TEL：0187-84-4916　FAX：0187-86-8033

結　　果	

人　　　口：20,909 人	
秋田県美郷町	 ○

参 加 者 数：14,343 人	
VS

参　加　率：68.6％	
徳島県三好市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①おはようラジオ体操（美郷総合体育館前、美郷町中央体育館前、

美郷町北ふれあい館前）160 人

・	「おはようラジオ体操」は 3地区に分かれてそれぞれの会場

で行われました。メイン会場の美郷総合体育館前では、最初

にオープニングセレモニーを行った後、生演奏（アナウンス

付き）で「ラジオ体操第 1・第 2」を行い、その後「手のひ

らを太陽に」を振付ありで歌いました。

②ブラウブリッツ秋田ふれあいチャレンジデー（美郷総合体育館

｢リリオス」）150 人

③みさとチャレンジ高齢者バレーボール大会（美郷総合体育館 ｢

リリオス」）140 人

④みんなで一緒に太極拳（美郷町武道館）30 人

⑤いきいきエアロビクス（美郷総合体育館 ｢ リリオス」）30 人

【アスリート・著名人など】
ブラウブリッツ秋田（サッカー J3 リーグ）

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／競技団体／幼稚

園・保育園／小学校／中学校／高等学校／事業所・企業／商工会・

青年会議所／自治会・町内会／社会福祉協議会／高齢者施設

メディア	

美郷話題新聞

広報・周知	

　前回までは広報車を走らせチャレンジデー参加の呼びかけをし

ていましたが、今回より防災無線のシステムが利用できることに

なりました。町民にチャレンジデーが行われることを前日にお知

らせし、当日もチャレンジデー開催中であることを町内に周知で

きたため、参加率が前年より増加したものと思われます。

　また、今年のチャレンジデーは県内全市町村が参加することに

なり、県主導でカウントダウンイベントや 1 ヵ月前集会、前日の

決起集会など全市町村参加によるイベントが行われ、その様子が

テレビや新聞等で多く報道されたためチャレンジデーの認知度が

上がり、参加率増加に繋がったものと思われます。

製 作 物	

チラシ 8,000 枚／のぼり 20 本／横断幕・懸垂幕 1 枚／スタッフ

ポロシャツ 21 枚

実施効果	

　当町ではスポーツを通じて健康を育み、元気でいきいきとした

町を目指し、今年 3 月に「いきいきスポーツ健康のまち宣言」を

しました。そのため今回のチャレンジデーは個人の参加率も上が

り、町民がスポーツをすることによって心も体も健康になる意識

を持つことの一翼を担うスポーツイベントとなったものと思われ

ます。

　また、今回高齢者のスポーツ大会を開催したところ、予想以上

に参加者が多く、スポーツを通じて交流を深め、楽しい大会にな

りました。

担当者から	

　今年のチャレンジデーはいろいろな事業や行事が重なり、準備

段階から遅れ気味でした。しかし、それが功を奏したのか、近隣

市町村が早くからのぼりや横断幕を掲げてチャレンジデーの呼び

かけをしているなか、遅れて掲げたことによって、むしろイベン

ト性が高まり、周知度が上がったことも考えられます。

　また、エール交換を開催前々日に行い、チャレンジデー前日の

新聞に記事が掲載されたため、翌日がチャレンジデーであること

を伝える宣伝効果の高いものとなりました。

　担当者として一番心配なのは当日の天候です。イベントプログ

ラムの雨天時対策はしたものの、アウトドアスポーツを行う個人

の参加率が低くなるのが懸念されたため、天候の状況が直接参加

率に反映されることが担当者としての不安要素でした。

オープニングセレモニー＆おはようラジオ体操
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“熱戦”みさとチャレンジ高齢者バレーボール大会 プロ選手（ブラウブリッツ秋田）と一緒にふれあいチャレンジデー

2015 年 5 月 26 日 火曜日
秋田魁新報

2015 年 5 月 26 日 火曜日　秋田魁新報
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レポート

三
み

種
たね

町
ちょう 秋田県

3回目

主　　催	

チャレンジデー三種町実行委員会	 （会長　三浦正隆）

三種町教育委員会

〒 018-2104	 秋田県山本郡三種町鹿渡字盤若台 75-1

	 三種町琴丘総合体育館内

TEL：0185-87-2222　FAX：0185-87-3222

結　　果	

人　　　口：18,134 人	
秋田県三種町	 ○

参 加 者 数：8,268 人	
VS

参　加　率：45.6％	
長野県飯綱町	 ●

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①ラジオ体操講習会（青山敏彦先生と NHK 体操美人でおなじみ

の稲垣早織さん）（三種町立八竜中学校体育館）300 人

②秋田ノーザンハピネッツ学校訪問（三種町立琴丘小学校体育館）

250 人

③みたね大学開講式（軽体操とチャレンジデー大使の小野喬氏訪

問）（山本ふるさと文化館）200 人

④浅利純子さんとクアオルトウォーキングを楽しもう（ことおか

中央公園）100 人

・	 今年度から町では「クアオルトウォーキング」の普及を目指

し、推進室を立ち上げました。多くの町民に体験していただ

くため、浅利純子さんを招き、また、チラシを作成するなど

して参加者を募りました。

⑤三種町在宅障害者スポーツ交流会（三種町八竜体育館）25 人

【アスリート・著名人など】
浅利純子（1996 年アトランタ五輪女子マラソン日本代表）／

稲垣早織（2008 年北京五輪新体操日本代表）／秋田ノーザン

ハピネッツ（バスケットボール bj リーグ）

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／競技団体／総合

型地域スポーツクラブ／幼稚園・保育園／小学校／中学校／事業

所・企業／商工会・青年会議所／自治会・町内会／高齢者団体／

婦人会／障害者団体／社会福祉協議会／高齢者施設

メディア	

秋田魁新報／北羽新聞／秋田朝日放送「AABスーパーJ チャンネル

あきた」

広報・周知	

　昨年までは、町内全小・中学生に参加賞を配っていましたが、

今回は PR を兼ねてポスター図柄のクリアファイルを作成し、事

前にチャレンジデー関係チラシ等を入れて配りました。

製 作 物	

チラシ 6,800 枚／スタッフ T シャツ 100 枚／タオル 300 枚／クリ

アファイル（ポスター図柄）1,200 枚／ラジオ体操 CD（チャレ

ンジデーロゴ入り）250 枚

実施効果	

　今年度から町で推奨している「クアオルトウォーキング」に大

勢の町民から参加があり、、普及に少なからず貢献ができて良かっ

たです。

担当者から	

　当町は 3 回目の挑戦となりますが、チャレンジデーが徐々に浸

透しつつあり、参加率も伸びてはいるものの、相変わらず地域の

温度差も見られます。また、全市町村がチャレンジデーを実施し

ている秋田県において、当町は参加率が低く、報告の回収方法の

工夫と努力が更に必要だと感じました。

ラジオ体操講習会 .

ちびっ子フェスティバル

ＯＢ野球交流会
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2015 年 5 月 26 日 火曜日
秋田魁新報

2015 年 5 月 28 日 木曜日　北羽新聞

2015 年 5 月 28 日 木曜日　秋田魁新報

チャレンジデー PR 用クリアファイル
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湯
ゆ

沢
ざわ

市
し 秋田県

3回目

主　　催	

湯沢市チャレンジデー実行委員会	 （会長　齊藤光喜）

湯沢市教育委員会　生涯学習課　スポーツ振興班

〒 012-8501	 秋田県湯沢市佐竹町 1 番 1 号

TEL：0183-55-8286　FAX：0183-72-8515

結　　果	

人　　　口：48,890 人	
秋田県湯沢市	 ○

参 加 者 数：25,298 人	
VS

参　加　率：51.7％	
鹿児島県南さつま市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①道の駅 de チャレンジ（道の駅おがち小町の郷）430 人

②ラジオ体操（オープニングセレモニー）（弁天地区センター）

178 人

③ラジオ体操（オープニングセレモニー）（幡野地区センター）

104 人

・	 早朝 6時からという湯沢市内で一番早い時間のオープニング

セレモニーとして企画されたものであり、地域の協力団体が

主導して開催しました。湯沢市内では、旧市町村単位（4地域）

でオープニングセレモニーを企画し、地域住民と一体となっ

て取り組みました。

④健康ストレッチ体操（オープニングセレモニー）（湯沢市稲川

農村環境改善センター）100 人

⑤気分爽快ストレッチ体操（オープニングセレモニー）（雄勝文

化会館）79 人

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／競技団体／総合型地域スポーツク

ラブ／幼稚園・保育園／小学校／中学校／高等学校／事業所・企

業／商工会・青年会議所／自治会・町内会／高齢者団体／婦人会

／障害者団体／社会福祉協議会／高齢者施設／障害者施設

メディア	

秋田魁新報／ FM ゆーとぴあ「Tockey の青春ラヂオ生放送	おしゃ

べりミュージックBOX」

広報・周知	

　湯沢市としては、初の試みである特産品の抽選を企画しました。

特産品は、対戦相手である南さつま市と物産の交流として、お互

いに同じ数の特産品を贈り合いました。また、参加報告もできる

だけ報告しやすいよう様式を変更し、この企画を載せた折り込み

チラシを全戸配布し、住民の参加意欲の向上を図りました。また、

商工会議所の協力もあり、会報などでチャレンジデーの PR をし

ていただき、企業や店舗などへの広報もスムーズに進めることが

できました。さらに、地域ごとでチラシを作成するなど、事前の

周知に力を注ぎました。

製 作 物	

チラシ38,000枚／スタッフTシャツ410枚／ポケットティッシュ

3,000 個／のぼり 230 本／クリアファイル 500 枚

実施効果	

　より報告しやすい体制づくりと、地域ごとの取り組みのおかげ

で 3 回目の挑戦で念願の金メダルを獲得することができました。

　また、少しずつですが、チャレンジデーが認知されてきている

ようで、事前の問い合せもありました。チャレンジデーの取り組

みで、地域住民が一体となることができました。

担当者から	

　チャレンジデー自体はそれなりに浸透してきている反面、まっ

たく知らないという人もまだまだいるので、どうしたら興味を

もってもらえるか、周知方法を工夫することが必要だと感じまし

た。また、参加報告しやすい体制作りと、誰もが気軽に参加でき

る魅力あるプログラムの実施が重要であると考えます。参加報告

の方法については、自治体ごとにかなり差もあり、湯沢市として

の参加報告書の作成がなかなかうまく進みませんでした。

　来年も引き続き金メダルを獲得できるよう周知の徹底とプログ

ラム構成を準備したいと思います。

　湯沢市ではチャレンジデーをスポーツ振興の重要施策と位置付

け、市民の健康増進と、スポーツをすることの楽しさ、素晴らし

さを伝えていくために実施していきます。

道の駅で多くの人が参加

ラジオ体操で元気にスタート
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体を伸ばして健康ストレッチ

2015 年 5 月 28 日 木曜日
秋田魁新報

図書館を活用しよう⑦閉架書庫の本もご利用ください。
　書架に一定以上詰め込むと、密着して本が取り出しにくく
なったり、変形したりしてしまいます。そこで、出版から
時間が経過し、同じような内容でより新しい本があるもの、
利用頻度が低いもの、二度と手に入らない貴重な資料などは
『閉架書庫』に収納しています。書庫の本は、職員がお持ち
しますので、気軽にお尋ねください。

湯

雄
湯

雄

書館だより ●休館日については、市民カレンダーをご覧ください。

さわるめいろ 2
こんこんとやさしいやさい
はらぺことらたとふしぎなクレヨン
やさしさとおもいやり 

ここで紹介した図書は一部です。
　新着図書情報は、市ホームページでも確認できます。

村山　純子

とみながまい

あまんきみこ

宮西　達也

＝稲川カルチャーセンター（☎5557）
＝皆瀬生涯学習センター（☎2033）

＝ 図書館（湯沢図 ☎3040）、
＝ 図書館（雄勝図 ☎5387）、

湯

湯
雄

稲

稲
皆

せかいのこっき旧日本軍の『泣ける話』

　世界にはどんな国旗がある？
どんな形や色をしている？動物
や星は何をあらわす？196の国
旗データを掲載。アジア、オセ
アニア、ヨーロッパ、アフリカ、
南北アメリカなど、地域別の世
界地図も掲載されているので、
国旗の由来と併せて世界地理も
学べる、カラフルな絵本です。

平岡　一二

川合　美絵

みなくちなほこ

深谷　敏雄

湯

稲
雄

皆

新新着着図書書案案内
一　般　図　書・・・・・・・・・・・・・ 児　童　図　書・・・・・・・・・・・・・

月月555 トトイイ・・・・・・ トトンンンイベイベイベベの特集・イ・イ月月 ベンベンベンン月月 トトベ トト月 ・イベイベンベント

2015.05.01

宇川　　育／著
ひかりのくに

21

　太平洋戦争を知っていますか？
今年は終戦から70年の節目を迎え
ます。あの戦争を実際に知ってい
るかたがどんどん少なくなってい
くなかで、70年前に起きた出来事
を私たちはさまざまな形で知り、
後世にしっかりと伝えていきたい
ものです。

永野　次郎／編

雄勝城物語

日本百名山トレッキングコースガイド 上・下

たった5分焼くだけ　時短・簡単グリルレシピ

日本国最後の帰還兵　深谷義治とその家族

▲収容能力を優先させた可動式の書架
　利用者用検索機やインターネットで検索した資料の「場所」が『書庫』

『閉架書庫』と表示される資料を収納しています

湯 雄

稲
と　き：5月16日㈯ 午前10時
ところ：稲川カルチャーセンター
内　容：絵本の読み聞かせ・手遊びなど 

と　き：5月9日㈯ 午前10時
ところ：雄勝図書館 児童コーナー   と　き： 日㈯ 午前10時30分

ところ：湯沢図書館 児童室 ☆おはなしボランティア「おはなしはあと」では随時会員を   
　募集しています。おはなし会の見学も可能です。   

★おはなしボランティア「みんなの森」では随時会員を
募集しています。おはなし会の見学も可能です。

みんなの森 おはなしみんなの森 おはなし会みんなの森 おはなし会みんなの森 おはなし会みん なしし会

おはなしの会 りおはなしの会おはなしの会おはなしの会お ひひまわりひまわりまわり」」」」

児　童　前半
　　　　後半 」

般
児 童 前半児　童　前半児 童 前半児　
　　　　後半　　　　後半後半 」」

一　般般一
か 」

般
しかぞくのおはなしかぞくのおはななし」」

一　般般一

Yuzawa's  Sports  Information

YU SPO
湯沢のスポーツ

107

ユースポ

このページに関する問い合わせ

教育委員会生涯学習課スポーツ振興班
☎55－8286　FAX72－8515
※市のホームページにもスポーツ情報を掲
載しています。「トップページ→暮らしのガ
イド→スポーツ」

湯沢のスポーツ情報

2015.05.01
20

【第33回湯沢七夕健康マラソン大会】
○期　日 8月7日㈮
○申込期限 6月19日㈮
詳しくは、七夕マラソン実行委員会事
務局（生涯学習課スポーツ振興班内）へ

【パークゴルフ場】
　5月1日から利用可能です。

○と　き 5月の第2・4月曜日、6月の
第3・4月曜日、7月の第1・2月曜日（全
6回）／午後1時30分～3時30分

○ところ　総合体育館
○種　目　わなげ、フライングディス
ク、ミニテニス、フロアカーリング

○講　師　三浦敬樹さん（健康運動指
導士）

○対　象 市内在住の18歳以上の人
（高校生を除く）
○定　員 30人（先着順）
○参加料 1期1,000円
○申し込み・問い合わせ 5月11日㈪
まで、参加料・印鑑を持参の上、総
合体育館（☎72‒6500）へ

○と　き 6月16日から12月1日まで
の毎週火曜日（全24回）／午後7時～
9時
○ところ 総合体育館、Ｂ＆Ｇ海洋セン
ターほか
○内　容　有酸素運動、水中運動、レ
クリエーションスポーツ、体力測定、
体脂肪測定ほか
○講　師　三浦敬樹さん（健康運動指
導士）
○対　象 市内在住の18歳以上の人
（高校生を除く）
○定　員 40人（先着順）
○参加料 5,000円
○申し込み・問い合わせ　6月10日㈬
まで参加料・印鑑を持参の上、総合
体育館（☎72‒6500）へ

　親子一緒での体操や、リトミッ
クを取り入れたリズム運動でお
子さんの運動能力と心の発達を
促すことを目的としています。
○期　間 5月21日から平成28
年2月18日までの木曜日（月
2回・全18回）
○対　象 4月1日現在で満2・3
歳（親子30組）
○参加料 5,000円（自己負担
別途あり）を添えて総合体育
館（☎72-6500）へ

○と　き 6月14日㈰
○ところ　総合体育館
○参加資格　市内在住の20歳
以上の女性
○参加費 1チーム2,000円
○申込期限 6月5日㈮
○監督会議 6月10日㈬午後6
時30分／本庁舎2階会議室
26で行いますので代表者1人
は出席してください
※組み合わせ抽選も行います。
大会要項や申し込み方法などの
詳細は、電話で問い合わせいた
だくか、ホームページをご覧く
ださい。

　全全国で5月27日 が参に開催するチャレンジデーに、今年も湯沢市が
加します。市民の皆さんはもちろん、市外にお住まいの人もこの日します。市民の皆さんはもちろん、市外にお住まいの人もこの
は市市内でチャレンジデーに参加しましょう。
　当当日のイベントなどは、5月15日 くだ号の折り込みチラシをご覧く
さいい。皆さんのご参加をお待ちしています。
○とと　き 5月27日㈬午前0時から午後9時まで
○対対象者　この時間内に市内にいる人
○参参加方法　市内で、15分 ング、以上継続して運動すること（ウオーキン
サイクリング、歩きながらの買い物など体を動かすことならなんサイクリング、歩きながらの買い物など体を動かすことならな
ででもOK）

○参参加報告 どに　湯沢市役所、総合体育館、各生涯学習センターなど
置置いてある報告用紙を電話（FAX いた）または直接会場にて報告い
だだいてもOKです

○募募 集 あるボランティアスタッフを募集しております。興味のあ
人人は問い合わせください

○問問い合わせ ポー　湯沢市チャレンジデー実行委員会（生涯学習課スポ
ツ振興班内）へツ振興班内）へ

チャレンジデー2015
みんなで目指せ金メダルなで目指せ金メダルみんなで目指せ金メダルなで目指せ金メダみみ

ポ ツの力で
ツ

でで
ス ーツの力で
ーツの力でで
ポースススポスポスポー

湯沢市８人制バレーボール大会
　　
○

　　　　　　　　　　　　　　　○と き 6月14日㈰
第47期
カンガルースクール
（親子体操教室)参加者募集

根本　弘子（沖田）
三浦　敬樹（西愛宕町）
金野　　東（岡田町）
古川　　勉（岡田町）
本間佳代子（山田）
奥山　智隆（下関）
菊地　将秀（森）
佐藤さとみ（八幡）
高久　義和（倉内）
小原　民男（倉内）

高橋　英秋（相川）
柴田　昌子（相川）
高橋　美雅（高松）
新山　久英（稲庭）
沼倉美知子（稲庭）
佐藤　進一（川連）
遠藤　悦子（川連）
滝　万貴子（川連）
井上　　匡（川連）
井上晋太郎（川連）

村上　聖子（駒形）
高橋　英成（駒形）
山田　　要（駒形）
中村　　長（下院内）
鹿角　明香（下院内）
高橋八太郎（秋ノ宮）
菅　　由恵（秋ノ宮）
佐藤　浩子（秋ノ宮）
平塚　昭憲（横堀）
赤平　幸子（小野）

高橋　　幸（小野）
菅　　洋介（小野）
石川　恵子（桑崎）
狩野　将喜（桑崎）
中山江利子（皆瀬）
兼子　正寛（皆瀬）
高橋　正志（皆瀬）
高橋可奈子（皆瀬）
高橋　真也（皆瀬）
佐藤　公士（皆瀬）

　市が主催するスポーツ行事の支援や指導者
として、教育委員会が委嘱する非常勤職員で、
これから2年間、地域のスポーツの振興を推進
する役割を担います。

平成27年度
湯沢市スポーツ
推進委員紹介

生涯スポーツ教室第１期参加者募集‼

生きがい健康教室参加者募集‼

スポーツイベント・施設情報

（敬称略）

みうら けいき

みうら けいき

2015 年 5 月 1 日号　広報ゆざわ

10
2015.06.152015.06.15
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チャレンジデー２０１５ＹＵＺＡＷＡ

念願の　　　メダル！

参加率　５1.7 ％
「鹿児島県南さつま市」に勝利！

●稲川地域

●湯沢地域

●雄勝地域

●皆瀬地域

8　オープニングセレモニーに
　　チャレンジデー大使の茂木優
　　さん（元五輪レスリング選手）
　　訪問

9　8人制バレーボール大会では
　　熱戦が繰り広げられました

10　崩さないよう慎重に！缶積み
　　競争

6　エアロビクスでいい汗を流しました

7　みんな笑顔でフラダンス　   

●皆
1　キンボールではたくさん体
　　を動かしました

2　オープニングセレモニーで
　　元気いっぱいの子どもたち

3　プラスチック製のストーン
　　を滑らせて競うユニカール

4　風景を楽しみながらノルディックウォーキ
　　ング

5　雄勝文化会館でのオープニングセレモニー

▼

金金

　人口規模がほぼ同じ自治体同士が、午前0時から午後9時までの間に、健康を意識
して15分以上継続してスポーツや運動をした住民の参加率を競うスポーツイベント。
参加率によってメダルが授与され、湯沢市の場合、50％以上が金メダルとなります。
しし
参

チャレンジデーとは？

域
ではたくさん体

　5月27日、全国一斉に開催された今年の「チャレンジデー2015」は、県内25市町村
全てが参加となり、県民一体となった一日でした。
　湯沢市は、今年で3回目の参加でしたが、対戦相手である鹿児島県南さつま市とは、
初の試みとして、お互いの特産品を抽選品として50品ずつ送りあい、物産を通じた交
流を図りました。
　当日は、湯沢市の参加者25,298人、
参加率51.7％で初の金メダル、そして
今年の対戦相手である鹿児島県南さつ
ま市（参加者17,121人、参加率46.7％）
に勝利しました。市内で2万人以上の
人が、スポーツなどで汗を流し、健康
増進と交流ができました。ご協力あり
がとうございました。

もてぎ まさる

健康
あり

▲南さつま市の特産品の抽選会を行いました

雄勝小学校「ロープ・ジャンプ・Ｘ」

幡野地区センターオープニングセレモニー

2

3

4

5

6

7

9

8

10

1
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レポート

由
ゆ

利
り

本
ほん

荘
じょう

市
し 秋田県

3回目

主　　催	

由利本荘市チャレンジデー実行委員会	 （会長　長谷部　誠）

由利本荘市教育委員会　スポーツ課

〒 018-0692	 秋田県由利本荘市西目町沼田字弁天町 40-61

TEL：0184-32-1334　FAX：0184-33-2202

結　　果	

人　　　口：81,866 人	
秋田県由利本荘市	 ○

参 加 者 数：66,702 人	
VS

参　加　率：81.5％	
香川県丸亀市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①総合開会式・チャレンジデーウォーク（カダーレ）549 人

・	 チャレンジデー総合開会式とチャレンジデーウォーク。チャ

レンジデー大使の長崎宏子さんも激励に来られました。

②あったかハート　てくてくふれあい　チャレンジウォーク（岩

城小学校・赤平町内）316 人

③色別対抗綱引き（東由利小学校）133 人

④矢島保育園児と遊ぼう（日新館）130 人

⑤ブラウブリッツ秋田サッカー教室（由利緑地公園）70 人

【アスリート・著名人など】
ブラウブリッツ秋田（サッカー J3 リーグ）

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／競技団体／総合

型地域スポーツクラブ／幼稚園・保育園／小学校／中学校／高等

学校／大学・専門学校／事業所・企業／商工会・青年会議所／自

治会・町内会／高齢者団体／婦人会／障害者団体／社会福祉協議

会／病院・診療所／高齢者施設／障害者施設

メディア	

秋田魁新報／由利本荘市ケーブルテレビ「情報ランド」

広報・周知	

	 5 月 1 日号広報と一緒に全戸配布のチラシを配りました。両市

長エール交換が地元新聞で取り上げられ好評でした。

製 作 物	

チラシ 30,000 枚／ポケットティッシュ 6,000 個／のぼり 140 本

／ PR 看板 3 枚／ T シャツポロシャツ等 182 枚

実施効果	

　3 回目の実施となりましたが、チャレンジデーが昨年より浸透

してきていると感じました。

		また、今回は町内会と行政が一体となって取り組み、参加率が

大幅にアップした地域や支所もあり、市全体としても昨年より参

加率が大幅にアップしました。

		来年は都市部の参加率アップを重点目標として、さらに市民の

健康づくり、地域づくりの意識を高めるよう取り組みたいと思い

ます。

ウォーキング

矢島保育園児と遊ぼう

ブラウブリッツ秋田サッカー教室
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チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
と
は

問 

誰
で
も
参
加
で
き
る
の
？

　
本
市
に
お
住
ま
い
の
方
、
通

勤
・
通
学
さ
れ
て
い
る
方
全
員

が
対
象
で
す
。
決
め
ら
れ
た
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
な
く
て
も
、

自
宅
や
学
校
、
職
場
な
ど
、
日

常
生
活
の
中
で
15
分
以
上
の
運

動
を
し
て
報
告
す
る
こ
と
で
カ

ウ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。

問 

ス
ポ
ー
ツ
は
苦
手
で…

　
競
技
ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
、

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
体
操
、
室
内

の
掃
除
や
徒
歩
で
の
通
勤
な
ど
、

運
動
が
伴
え
ば
内
容
に
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
か
ら
高

齢
層
ま
で
、
幅
広
く
お
気
軽
に

ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

問 

報
告
は
ど
う
や
っ
て
？

　
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
方

は
、
当
日
午
後
９
時
ま
で
に
報

告
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
カ
ウ

ン
ト
さ
れ
ま
せ
ん
。
報
告
先
は

市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課
ま

た
は
各
教
育
学
習
課
で
す
。
決

め
ら
れ
た
様
式
な
ど
に
「
個
人

(

団
体)

名
・
参
加
人
数
・
内
容
」

を
記
載
し
て
ご
持
参
ま
た
は
電

話
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
報
告
し

て
く
だ
さ
い
。
町
内
会
や
学
校
、

会
社
単
位
で
ご
参
加
の
う
え
、

報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

負
け
る
と
ど
う
な
る
の
？

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
参
加
率

で
勝
敗
が
決
ま
り
ま
す
。
負
け

た
場
合
は
、
相
手
の
市
の
旗
を

市
役
所
に
１
週
間
掲
揚
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
「
ま

ち
の
威
信
と
名
誉
を
か
け
た
住

民
総
参
加
型
の
大
会
」
と
さ
れ

る
理
由
で
す
。
市
に
お
住
ま
い

の
皆
さ
ん
や
お
勤
め
の
皆
さ
ん

全
員
が
主
役
の
イ
ベ
ン
ト
な
の

で
す
。

チャレンジデーは、運動やスポーツを通じ、健康に対する意識を
高めるきっかけづくりも目的の一つになっています。
この機会に、あなたの「チャレンジデー」にしてみませんか。

　
協
賛
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

①
み
ん
な
で
健
康
体
操

②
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
・
市
民

一
斉
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

③
水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

ス
イ
ム
相
談
室

④
チ
ャ
レ
ン
ジ
　
軽
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
　
今
回
の
対
戦
相
手

　
　
　
　
　
は
友
好
都
市｢

香
川         

　
　
　
　
　
県
丸
亀
市｣

。
災
害

時
応
援
協
定
も
締
結
し
、
親
し

く
交
流
し
て
い
ま
す
。
今
回
が

８
回
目
で
、
昨
年
の
参
加
率

72
・
５
％
を
誇
る
強
豪
で
す
。

◆
丸
亀
市
の
横
顔

チャレンジデーは参加率を競う大会

問
い
合
わ
せ･

報
告
先

ス
ポ
ー
ツ
課

☎

32
ー
１
３
３
４

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
33
ー
２
２
０
２

ま
た
は
各
教
育
学
習
課
へ

「健康体操」をケーブルテレビで放送中！
みんなで覚えて参加してください。

友好
都市

香川県丸亀市
私たちのまち
由利本荘市

生駒氏を縁に友好交流、
前回参加率 72％超の強豪

VS

　
香
川
県
の
中
西
部
に
位
置
し
、

県
都･

高
松
市
に
次
ぐ
市
。
人

口
11
万
人
。
面
積
１
１
１
平
方

㌔
。
丸
亀
藩
の
初
代
藩
主
の

生
駒
氏
が
移
封
さ
れ
た
縁
か
ら
、

旧
矢
島
町
と
交
流
を
続
け
、
昨

年
２
月
友
好
都
市
を
締
結
。

　
特
産
は
コ
メ
、
野
菜
、
桃
、

ハ
ッ
サ
ク
、
讃
岐
う
ど
ん
、

骨
付
き
鳥
な
ど
。
う
ち
わ
生
産

は
全
国
シ
ェ
ア
９
割
。

本
市
の
成
績
は
１
勝
１
敗

　
本
市
は
今
回
が
３
回
目
の

参
加
で
す
。
一
昨
年
は
愛
知

県
碧
南
市
と
対
戦
し
、
参
加

率
58
・
３
％
で
勝
利
。

　
昨
年
の
相
手
は
山
梨
県
甲

斐
市
で
、
参
加
率
69
・
４

％
に
上
昇
し
た
も
の
の
、
４

㌽
差
で
惜
敗
し
ま
し
た
。

あ
な
た
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す

Let’s try

15min

！

昼
に
カ
ダ
ー
レ
で
「
健
康
体
操
」、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
生
放
送

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
健
康

の
保
持
・
増
進
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
目
的
で
、
誰

も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る

「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」
の
推
進

と
も
連
携
し
て
い
ま
す
。

　
今
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
、
誰
も
が
気
軽
に
で
き

る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
人
気
な

の
が
「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
」
で

す
。
日
本
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協

会
に
よ
る
と
国
内
の
愛
好
者

数
は
１
２
０
万
人
を
超
え
て

お
り
、
東
由
利
地
域
に
あ
る

「
八
塩
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
」

も
県
内
外
の
愛
好
仲
間
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
新
た
に
２
コ
ー

ス
18
ホ
ー
ル
の
造
成
を
決

め
、
本
年
度
は
用
地
取
得
と

補
償
、
測
量
・
設
計
、
敷
地

造
成
工
事
を
行
い
ま
す
。
事

業
費
は
約
１
億
４
百
万
円
。

　
工
事
は
来
年
度
ま
で
２
年

か
け
、
芝
生
の
養
生
を
行
っ

た
後
、平
成
29
年
夏
に
は
「
６

コ
ー
ス
54
ホ
ー
ル
」、
県
内

一
の
規
模
と
な
り
ま
す
。

　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
健
康
で

心
豊
か
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
最
適
な
ス
ポ
ー
ツ
。
お
気

軽
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

１
億
円
か
け
、八
塩
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
造
成

２
年
後
、
県
内
最
大｢

６
コ
ー
ス
54
ホ
ー
ル｣

が
完
成

写
真
後
方
、
約
２
㌶
に
18
ホ
ー
ル
を
造
成
予
定

！八塩グランドチャンピオンシリーズ 2015（年 4回大会・個人戦）参加選手募集中。問東由利総合支所産業課☎69－2116 美しいフォームですネ

㈰

に
休
館
し
ま
す
。

 「
市
民
一
斉
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
に

長
崎
宏
子
さ
ん
が
来
場
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
大
使

!
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市長室市長室

こんにちはこんにちは
　市長の長谷部です。5 月の私の行動の一部
をお知らせします。この情報は市ホームペー
ジでもご覧いただけます。

から

　東
北
都
市
監
査
委
員
会
定

期
総
会
・
研
修
会
が
５
月
28

日
か
ら
２
日
間
に
わ
た
り
市

内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、

６
県
各
都
市
の
関
係
者
約
２

０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　総
会
で
は
、
長
谷
部
市
長

が
「
本
市
に
皆
さ
ま
を
お
迎

え
で
き
る
こ
と
は
大
変
喜
ば

し
く
、
心
か
ら
歓
迎
申
し
上

げ
ま
す
。
こ
の
会
議
が
意
義

深
い
も
の
と
な
る
よ
う
期
待

し
ま
す
。
ぜ
ひ
市
の
観
光
名

所
や
温
泉
、
地
酒
な
ど
を
堪

能
し
て
く
だ
さ
い
」
と
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　ま
た
、
佐
々
木
代
表
監
査

委
員
は
「
地
方
自
治
体
へ
の

住
民
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る

中
、
自
治
体
が
公
平
・
公
正
、

法
に
則
し
て
対
応
し
て
い
る

か
を
監
査
し
、
住
民
の
信
頼

を
得
る
こ
と
が
監
査
委
員
に

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
」
と
監
査
業
務
の
充
実

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　研
修
会
で
は
「
地
方
公
営

企
業
の
現
状
と
課
題
」
の
ほ

か
、
本
市
関
連
の
シ
ェ
ー
ル

オ
イ
ル
採
取
、
鳥
海
山
信
仰

な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
北
都
市
監
査
委
員
会
定
期
総
会

　
本
市
で
開
催

東
北
各
都
市
の
監
査
委
員
が
集
う

　本市第２回市議会定例会で、小
友財産区管理委員にかかる人事
案件が上程され、次の７人を選任
することが同意されました。

　本市第２回市議会定例会
で、教育委員会委員にかかる
人事案件が上程され、齋藤眞
紀氏を任命することが同意
されました。

教育委員会委員
齋藤　眞紀  氏
（45歳・石脇）

小松德夫　氏（67歳・万願寺）

木嶌洋吉　氏（60歳・万願寺）

阿部　清　氏（54歳・三条）

岡本善広　氏（56歳・二十六木）

伊藤孝志　氏（64歳・館前）

藤井勇三　氏（61歳・金山）

小松　直　氏（60歳・北ノ股）

小友財産区
　　管理委員７人を選任

教育委員に
　齋藤氏を再任

市
民
み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
丸
亀
市
に
勝
利
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
５
in
由
利
本
荘

　３
回
目
の
参
加
と
な
っ
た
今
年

は
、
友
好
都
市
で
あ
る
「
香
川
県

丸
亀
市
」
と
対
戦
。

　本
市
は
６
万
６
７
０
２
人
が
参

加
し
、
昨
年
の
69
・
４
％
を
大
き

く
上
回
る
81
・
５
％
の
参
加
率
を

達
成
。
見
事
勝
利
に
輝
き
ま
し

た
。　対

戦
相
手
の
丸
亀
市
は
６
万
４

９
２
６
人
が
参
加
し
、
57
・
２
％

　「ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
日
本
を
元

気
に
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
５

月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
デ
ー
２
０
１
５
in
由
利
本

荘
」
で
は
、
市
内
各
地
で
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
多
く
の

市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
ま
し

た
。

の
参
加
率
に
。
両
市
と
も
50
％
以

上
と
な
り
、
本
市
と
と
も
に
金
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
お
互
い

の
健
闘
を
た
た
え
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
を
契
機
と
し
て
さ
ら
に
友
好

が
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
各
企

業
の
方
々
な
ど
、
多
く
の
ご
参
加

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

両
市
の
市
旗
が〝
友
好
都
市
の
証
〞と
し
て

丸
亀
市
に
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
後
方
は
丸

亀
城
（
写
真
提
供
Ⅱ
丸
亀
市
広
報
課
）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　８日　昨年更新した雪上車に試乗いたし
ました。冬山での遭難救助活動や冬期間に
おける火山対策などで活用されます。

　14日　まるごと売り込み協定を締結した
千葉県柏市の京北スーパーを視察。品質、
健康、環境保全を重視した品揃えで、買い
物客で大にぎわいでした。

　18日　チャレンジデー対戦相手となった
友好都市である香川県丸亀市の梶市長とイ
ンターネット電話でエール交換。

　20日　大内地域の中田代工業団地に本市
初となる商業用太陽光発電所が本格稼働。

長谷部市長

佐々木代表監査委員

市民一斉ウオーキングには長崎宏子さんも参加しました

みんなで健康体操（カダーレで）

勝
っ
た
ぞ
〜
‼

勝
っ
た
ぞ
〜
‼

　農
家
が
春
の
農
作
業
を

終
え
、
一
段
落
す
る
〝
さ

な
ぶ
り
〞
の
時
期
を
楽
し

も
う
と
、
鳥
海
「
新
緑
ま

つ
り
」
が
６
月
７
日
、
鳥

海
健
康
広
場
で
開
催
さ
れ

多
く
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　前
ノ
沢
太
鼓
や
舞
踊
が

披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
毎
年

恒
例
の
「
百
宅
そ
ば
早
食

い
大
会
」
が
行
わ
れ
、
男

性
13
人
と
女
性
15
人
が
出

場
。
男
性
は
１
㌔
、
女
性

は
８
０
０
㌘
の
手
打
ち
そ

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

　晴
天
の
下
に
ぎ
や
か
に

２
０
１
５
鳥
海
「
新
緑
ま
つ
り
」

ば
を
い
か
に
早

く
食
べ
終
わ
る

か
を
競
い
、
こ

の
日
一
番
の
盛

り
上
が
り
を
見

せ
ま
し
た
。

　こ
の
ほ
か
、

午
後
に
は
歌
謡

バ
ラ
エ
テ
ィ

シ
ョ
ー
が
行
わ

れ
、
観
客
の
耳

を
楽
し
ま
せ
ま

し
た
。

　水
害
が
起
こ
り
や
す
く
な
る

こ
れ
か
ら
の
時
期
に
、
水
防
態

勢
の
強
化
を
図
る
た
め
、
６
月

河
川
の
被
害
を
最
小
限
に

　市
水
防
訓
練

７
日
に
市
水
防
訓
練
が
岩
城
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　参
加
し
た
約
１
０
０
人
の
消

防
団
員
は
、
水
防
専
門
家
の
菅

原
信
雄
氏
か
ら
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク

と
改
良
積
み
土
の
う
工
な
ど
の

実
践
訓
練
を
受
け
ま
し
た
。

　団
員
た
ち
は
互
い
に
役
割
を

確
認
し
合
い
な
が
ら
、
い
ざ
と

い
う
時
に
安
全
・
迅
速
に
河
川

の
被
害
を
食
い
止
め
る
た
め
の

技
術
と
知
識
の
習
得
に
励
ん
で

い
ま
し
た
。



142
レポート

横
よこ

手
て

市
し 秋田県

3回目

主　　催	

横手市チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　高橋　大）

横手市まちづくり推進部スポーツ振興課

〒 013-0060	 秋田県横手市条里二丁目 2-50

	 横手就業改善センター内

TEL：0182-35-2173　FAX：0182-32-6120

結　　果	

人　　　口：95,800 人	
秋田県横手市	 ○

参 加 者 数：83,268 人	
VS

参　加　率：86.9％	
福岡県大牟田市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①市内スーパーマーケット買い物ウォーキング（市内各スーパー

マーケット）14,548 人

②市内事業所によるラジオ体操とクリーンアップ（市内各事業所

周辺）11,798 人

・	 市内各事業所による合同のラジオ体操とクリーンアップに力

を入れています。普段、運動やスポーツに遠ざかっている方々

に運動やスポーツを通じて健康に対する意識を高めるきっか

けづくりを提供するとともに、なかなか交流のない近隣の事

業所と合同で開催することによりお互いの親睦を深めます。

また、さまざまな情報を収集でき、地域の活性化に一役かっ

ていると各事業所には大変喜ばれております。

③市内小中学校による業間運動（市内各小中学校）6,532 人

【アスリート・著名人など】
高橋勇市（2004 年アテネパラリンピック　マラソン金メダル）

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／総合型地域ス

ポーツクラブ／民間フィットネスクラブ／幼稚園・保育園／小学

校／中学校／高等学校／大学・専門学校／事業所・企業／商工会・

青年会議所／自治会・町内会／社会福祉協議会／病院・診療所

メディア	

横手コミュニティFM「よこてタウンメッセージ」

広報・周知	

・チャレンジデーの 1 ヵ月前にチラシを全戸配布し、市民にチャ

レンジデーの趣旨を理解してもらいました。さらにチャレンジ

デー 1 週間前に報告書付きのチラシをもう一度全戸配布して、

市民の参加の関心意欲を高めました。

・	市内事業所・各種団体においては、4 月に総会が開催されるため、

スタッフで手分けをし、多数の団体の総会を訪問して、チャレ

ンジデーの趣旨を説明して参加を依頼しました。

・	地元コミュニティ FM で毎日のように PR 放送を流しました。

製 作 物	

チラシ70,000枚／スタッフTシャツ300枚／ポケットティッシュ

10,000 個／のぼり 50 本／タオル 700 枚／横断幕・懸垂幕 4 枚

実施効果	

	 チャレンジデーを通して市民の健康づくりや、体を動かすきっ

かけを提供することができました。またスポーツを通じて地域間

交流を図ることができ、横手市は人と人とのつながりが強く残っ

ている地域であることを再確認することができました。スポーツ

を通じて元気なまちづくりを市民一体となって取り組めました。

担当者から	

	 昨年のチャレンジデーでは残念ながら敗戦しました。敗れて改

めて感じたのは、横手市民はチャレンジデーだから特別な取り

組みをするのではなく、常日頃から健康を意識し体を動かしてス

ポーツに親しんでおり、地域の中で繋がり合おうとする気持ちを

持っている方が本当に多いということでした。また、そういった

市民をうまく取り込めなかった当実行委員会に敗因があったと感

じました。

	 敗戦したことで当実行委員会も新たな気持ちで色々な関係団体

を回り、チャレンジデーの趣旨を説明し賛同を得て、また昨年か

ら繋がりのある団体には引き続き輪を大切にしながら今年のチャ

レンジデー当日を迎えました。今年で市町村合併して 10 年にな

りますがチャレンジデー当日は、横手市内はすごい盛り上がりで、

初めてというくらい市民が一つになったように感じました。

	 今回、市民が運動やスポーツを通じて健康に対する意識を高め

ると同時に、市民一人一人が繋がり、地域が繋がり合うきっかけ

づくりとしてチャレンジデーがあったと感じています。

横手市グラウンド・ゴルフ交流大会
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B － 1 グランプリテーマソングでダンス！集合写真B － 1 グランプリテーマソングでダンス！

2015 年 5 月 27 日 水曜日　秋田魁新報

2015 年 5 月 1 日 金曜日　タウン誌 どあっぷ！
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レポート

鶴
つる

岡
おか

市
し 山形県

3回目
80,000 枚／加茂水族館割引券 40,000 枚

実施効果	

・	普段あまり運動をしない方が運動に取り組むきっかけとなりま

した。

・	自治会などで取り組むことによって、スポーツを通じた地域コ

ミュニティの交流が図られました。

・	幼児から高齢者まで幅広い世代が楽しみながら運動をすること

によって、市民の体力づくりにつながりました。

・	運動を意識することによって、日常生活の動きも健康づくりに

つながることを啓発できました。

・	鶴岡市の魅力を PR することができました。

担当者から	

　チャレンジデーは、普段運動をする機会のない方が、体を動か

すきっかけとなります。このイベントを機に、市民の皆さんが

日常的に運動に親しみ、健康でいきいきとした生活を送ることに

よって、更に明るく元気なまちになることを願って取り組んでい

ます。今後も、チャレンジデーをきっかけとした運動習慣の定着

化に向けた仕組みを更に検討し、本市スポーツ推進計画の基本目

標「生命いきいきスポーツのまち鶴岡の創造」を目指して取り組

んでいきます。

主　　催	

鶴岡市チャレンジデー実行委員会	 （委員長　榎本政規）

鶴岡市教育委員会　スポーツ課

〒 997-0825	 山形県鶴岡市小真木原町 2 番 1 号

	 小真木原総合体育館内

TEL：0235-25-8131　FAX：0235-25-8134

結　　果	

人　　　口：133,005 人	
山形県鶴岡市	 ○

参 加 者 数：75,865 人	
VS

参　加　率：57.0％	
神奈川県伊勢原市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①お買いものウォーキング（市内各所）35,055 人

②スポーツ無料体験教室（市内各所）756 人

・	 市内の各総合型地域スポーツクラブの協力を得て、20 のス

ポーツ教室等の無料体験を実施しました。このプログラムは、

運動することへの動機づけとなることはもとより、総合型地

域スポーツクラブへの加入を促進することによって、チャレ

ンジデー当日以降、運動習慣の定着を期待するものです。

③オープニング（ラジオ体操＆クリーンアップウォーキング）（市

内 6 ヵ所）663 人

④チャレンジ大なわとび（市内各所）340 人

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／競技団体／レク

リエーション協会／総合型地域スポーツクラブ／民間フィットネ

スクラブ／幼稚園・保育園／小学校／中学校／高等学校／大学・

専門学校／事業所・企業／商工会・青年会議所／自治会・町内会

／高齢者団体／婦人会／障害者団体／社会福祉協議会／病院・診

療所／高齢者施設／障害者施設

メディア	

荘内日報／山形新聞

広報・周知	

　市広報や Facebook、地元マスメディアを活用した広報活動は

もとより、企業・各種団体等への訪問による周知を図りました。

さらにチャレンジデーへの参加意識を全市域に広げるため、町内

会・住民会等の全自治会に対して参加協力を依頼するなど、住民

に身近なイベントとして認識されるよう地道な周知活動を行いま

した。これによって、比較的規模の小さな集落の参加もあり、参

加率全体の底上げにつながりました。今回の町内会・自治会関係

の参加者数は前年比 14.3％の増となりました。

製 作 物	

チラシ 30,000 枚／スタッフ T シャツ 400 枚／ポケットティッ

シュ 2,000 個／のぼり 30 本／タオル 500 枚／日帰り温泉割引券

オープニングイベント　ウォーキング

第 3 回チャレンジゲートボール大会（鶴岡市ゲートボール協会）
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鶴岡市民健康スポーツクラブ　いきいきヨーガ無料体験

2015 年 5 月 8 日 金曜日　山形新聞

2015 年 5 月 29 日 金曜日
荘内日報

2015 年 5 月 28 日 木曜日　山形新聞
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レポート

伊
だ

達
て

市
し 福島県

3回目

主　　催	

伊達市チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　仁志田昇司）

伊達市スポーツ振興公社

〒 960-0634	 福島県伊達市保原町大泉字宮脇 265 番地

TEL：024-597-8015　FAX：024-597-8016

結　　果	

人　　　口：63,682 人	
福島県伊達市	 ○

参 加 者 数：32,393 人	
VS

参　加　率：50.9％	
沖縄県豊見城市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①買い物ウォーキング（市内スーパー、商店等）12,952 人

・	 事前に店舗にチャレンジデーの協力を承諾していただき、報

告ボックスとのぼりの設置をしました。チャレンジデーの数

日前に報告書を持参し、締め切りの時間と報告方法の確認を

しました。また当日の夕方、ボランティアの方々がチャレン

ジデー協力の呼びかけをしました。

②市長といっしょにマラソンとストレッチ体操（伊達市立保原小

学校）858 人

③ファイナルイベント（保原総合公園）300 人

④ニュースポーツ体験コーナー（保原体育館）300 人

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／レクリエーション協会／幼稚園・

保育園／小学校／中学校／事業所・企業／商工会・青年会議所／

自治会・町内会／婦人会／社会福祉協議会／病院・診療所

メディア	

福島民友／福島民報／ KFB 福島放送「スーパーJ チャンネル」／伊

達市ケーブルテレビ

広報・周知	

　新年度の行政推進員・体協・婦人会の総会時に趣旨の説明活動

を行い、市民に周知を図りました。その活動のひとつでイベント

の企画用として自治会用・企業用・個人用のメニュー表を作り、

報告しやすいようにしました。報告書つきのチラシを実施日の 2

週間前に全戸配布したことにより、個人の参加報告が昨年に比べ

て 500 人程度増えました。報告の便宜を図るために、報告ボック

スの数を昨年より増やして各総合支所や地区交流館だけでなく、

商店、金融機関のカウンターをはじめ報告しやすい場所にのぼり

とともに設置しました。また終日、広報車等で参加報告の呼びか

けを行い、多くの方に参加をいただきました。

製 作 物	

チラシ 30,000 枚／ポケットティッシュ 10,000 個

実施効果	

　ニュースポーツを多くの方に紹介することができました。自主

的に運動をして報告する方が増え、個人やグループ単位で健康増

進への意識が高まっていることが実感できました。伊達市が独自

に行っている「健幸ポイント」に加点されたので相乗効果につな

がりました。

	 チャレンジデーを通して町内会単位、グループ単位でイベント

が実施され、地域コミュニケーションの推進を図ることができま

した。

担当者から	

　チャレンジデー当日はすばらしい天候に恵まれ、多くの市民の

参加があり、目標としていた参加率 50％をクリアすることがで

きました。三回目の挑戦で悲願の初勝利をあげることができまし

た。

	 多くの自治会や事業所の参加があり、それぞれの地区のまとま

りが再確認できるイベントとなりました。

	 今後は、誰もが参加できる市民の健康づくり・体力づくりにつ

なげていくスポーツイベントとして浸透するように、周知方法や

報告方法などを検討していきたいと思います。さらに合併前の旧

5 町ごとの集計ができるように実施報告用紙を工夫したいと思い

ます。

	 これからもチャレンジデーに限らず日頃から健康への増進活動

を図っていくようにしたいです。

オープニングイベント IN 保原小

園児もウォーキング
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ファイナルイベント開幕

2015 年 5 月 19 日 火曜日　福島民報新聞

2015 年 5 月 28 日 木曜日　福島民報新聞

2015 年 5 月 29 日 木曜日　福島民報新聞
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行
なめ

方
がた

市
し 茨城県

6回目

主　　催	

行方市チャレンジデー実行委員会	 （委員長　鈴木周也）

行方市教育委員会　スポーツ振興課

〒 311-1704	 茨城県行方市山田 2175

TEL：0291-35-2120　FAX：0291-35-3854

結　　果	

人　　　口：37,236 人	
茨城県行方市	 ○

参 加 者 数：18,733 人	
VS

参　加　率：50.3％	
富山県魚津市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①市内小中学校ロープ・ジャンプ・X（市内各学校）2,576 人

・	 学校との協力関係が築けているため、行方市内小中学校で全

校をあげての取り組みを依頼しています。低学年については

練習ということで記録をとっていませんが、実施日には学校

へ保護者の応援が来るところもあるほど盛り上がりました。

ロープ・ジャンプ・Xは、後日、子ども会行事でも行われる

など地域に浸透してきています。

②市内幼稚園・子ども園・高等学校等チャレンジデー活動（市内

各園・高等学校等）1,110 人

③グラウンド・ゴルフ大会（高須崎公園）336 人

④オープニングセレモニー及び各庁舎ラジオ体操（各庁舎）334 人

⑤ポスチュアウォーキング、太極拳、バランスボール、ニュース

ポーツ体験（北浦運動場体育館）152 人

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／競技団体／総合

型地域スポーツクラブ／幼稚園・保育園／小学校／中学校／高等

学校／事業所・企業／商工会・青年会議所／高齢者団体／婦人会

／社会福祉協議会／高齢者施設／障害者施設

メディア	

茨城新聞／フューチャーリンクネットワーク「なめがた日和」

広報・周知	

　市内事業所へ例年以上の参加依頼活動をしたことで事業目的に

賛同して参加してくれる事業所が多くなりました。市のホーム

ページやメールマガジンの URL から事前申込をできるようにし

たことでより時代にあった申し込みの形を新たに作りました。

製 作 物	

チラシ25,500枚／ポケットティッシュ3,000個／トイレットペー

パーログシール付 2,000 個／スタッフジャンパー 20 枚

実施効果	

　チャレンジデーを実施したことで市民に対して運動の習慣化の

必要性を考えることや運動のきっかけづくりの場を提供できたと

思います。これは働き方やライフスタイルの変化に伴い、運動と

の関わりが希薄になっている方が増えている時代のニーズに合っ

ていると考えられます。また、各種団体に参加いただけたことで

地域コミュニティづくりの一翼を担えたと思っております。

担当者から	

　市民へチャレンジデーの内容を PR し、事業を開催しています。

参加者はそれぞれの活動を実施し、この形は理想的と思えますが、

それぞれの活動が実際には見えてこないため、事業の成功を実感

することが難しいと思えます。数字以外の部分で運動の習慣化や

きっかけ作りになったと感じ取ることができるならば、今まで以

上に素晴らしい事業だと思います。

保育園でのプログラム

オープニングセレモニー

庁舎前ラジオ体操


